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（2）第 487 号　 2025年（令和７年）9月10日

　

去
る
８
月
６
日
（
水)

～
10
日
（
日
）、

中
国
・
成
都
で
「
第
12
回
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

ズ
」（
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
が
開
催
さ
れ
、

男
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
が
出
場
。

　

大
会
に
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
１
）、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
（
２
）、
日
本
（
３
）、
カ
ナ
ダ
（
４
）、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
５
）、
ア
メ
リ
カ
（
６
）
の
「
世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
」
上
位
６
チ
ー
ム
、「
ワ
イ
ル
ド

カ
ー
ド
」
で
の
出
場
と
な
る
チ
ェ
コ
（
７
）、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル（
13
）の
２
チ
ー
ム
を
加
え
た
「
世

界
最
高
レ
ベ
ル
」
の
チ
ー
ム
が
勢
揃
い
。「
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
と
並
ぶ
大
会
と
し

て
開
催
さ
れ
た
（
※
２
０
２
４
年
12
月
31
日
時

点
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
決
定
。（　

）
内
の

数
字
は
ラ
ン
キ
ン
グ
順
位
を
示
す
）。

　

大
会
は
参
加
８
チ
ー
ム
を
Ａ
・
Ｂ
２
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
日
本
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
、
チ
ェ
コ
の
４
チ
ー
ム
が
「
グ
ル
ー

プ
Ａ
」
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ア

メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
４
チ
ー
ム
が
「
グ

ル
ー
プ
Ｂ
」
に
振
り
分
け
ら
れ
、
シ
ン
グ
ル
ラ

ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
方
式
（
１
回
総
当
た
り
）
の
予

選
リ
ー
グ
に
あ
た
る
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン

ド
」
を
実
施
。
両
グ
ル
ー
プ
の
上
位
２
チ
ー
ム

が
「
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
」（
準
決
勝
）
に
進
出
。

「
グ
ル
ー
プ
Ａ
」
１
位
は
「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」
２

位
と
、「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」
１
位
は
「
グ
ル
ー
プ

Ａ
」
２
位
と
そ
れ
ぞ
れ
対
戦
し
、「
セ
ミ
フ
ァ

イ
ナ
ル
」（
準
決
勝
）
の
敗
者
は
「
ブ
ロ
ン
ズ

メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
」（
３
位
決
定
戦
）
に
、
勝
者

が
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」（
決
勝
／
優
勝
決
定
戦
）

に
進
む
試
合
方
式
で
覇
が
競
わ
れ
た
。

　

男
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
は
、
大
会
初
日
、

初
戦
の
相
手
・
チ
ェ
コ
の
用
具
が
届
か
ず
、
急

遽
、
中
止
・
順
延
と
な
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ

り
、
大
会
２
日
目
、
先
の
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

フ
ァ
イ
ナ
ル
」
を
初
制
覇
。「
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
」
と
な
っ
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
対
戦
。
序
盤

リ
ー
ド
を
許
す
展
開
に
な
り
な
が
ら
終
盤
の

猛
攻
で
10
︱
３
の
６
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
こ
の

試
合
の
後
に
組
み
込
ま
れ
た
チ
ェ
コ
戦
は
、
試

合
会
場
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
５
回
終
了
時
点
で
男
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本

代
表
が
８
︱
２
と
リ
ー
ド
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

試
合
続
行
不
可
能
と
判
断
さ
れ
、
日
没
コ
ー

ル
ド
。
最
終
戦
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
戦
も
先
制
し

な
が
ら
一
度
は
逆
転
を
許
す
苦
し
い
試
合
展

開
と
な
り
な
が
ら
終
盤
６
回
表
、
八
角
光
太

郎
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
同
点
に
追
い
つ
き
、「
ベ

テ
ラ
ン
」
片
岡
大
洋
の
勝
ち
越
し
タ
イ
ム
リ
ー
、

大
川
竜
志
の
犠
牲
フ
ラ
イ
で
７
︱
５
と
試
合

を
ひ
っ
く
り
返
し
、
粘
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
振

り
切
り
、「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
グ
ル

ー
プ
Ａ
」
３
戦
全
勝
、
１
位
で
「
セ
ミ
フ
ァ
イ

ナ
ル
」（
準
決
勝
）
に
駒
を
進
め
た
。

　

「
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
」（
準
決
勝
）
で
は
「
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」
２
勝

１
敗
で
２
位
の
カ
ナ
ダ
に
６
︱
１
で
快
勝
。「
フ

ァ
イ
ナ
ル
」（
決
勝
／
優
勝
決
定
戦
）
で
と
も

に
「
全
勝
」
の
ア
メ
リ
カ
と
雌
雄
を
決
す
る
は

ず
で
あ
っ
た
が
、
悪
天
候
で
試
合
が
実
施
で
き

ず
「
両
チ
ー
ム
優
勝
」
の
結
果
と
な
っ
た
。

第12回ワールドゲームズ（男子ソフトボール）
2025.8.6 ～ 10　中国・成都

２チーム同時優勝 金メダル獲得



（3） 第 487 号 ＪＳＡソフトボール 2025年（令和７年）9月10日

OPENING ROUND　GROUP Ａ

３戦全勝
１位

第12回ワールドゲームズ（男子ソフトボール） オープニングラウンド　日本戦試合結果

JAPAN　６－１　CANADA

「ファイナル」（決勝／優勝決定戦）　JAPAN vs　USA ※雨天中止　両チーム優勝・金メダル
※大会出場メンバー、各選手プロフィール、試合結果等詳報はこちら　

第12回ワールドゲームズ（男子ソフトボール）　「セミファイナル」（準決勝）　日本戦試合結果

試合レポートはこちら

試合レポートはこちら

試合レポートはこちら

第１戦　JAPAN　10 －３　VENEZUELA第２戦　JAPAN　８－２　CZECHIA
第３戦　JAPAN　７－５　ARGENTINA

ⒸWBSC

ⒸWBSC

ⒸWBSCⒸWBSC

ⒸWBSC

試合レポートはこちら

２チーム同時優勝２チーム同時優勝２チーム同時優勝

http://www.softball.or.jp/worldgames2025/mens/report/worldgames2025_op1.html
http://www.softball.or.jp/worldgames2025/mens/report/worldgames2025_op2.html
http://www.softball.or.jp/worldgames2025/mens/report/worldgames2025_op3.html
http://www.softball.or.jp/worldgames2025/mens/report/worldgames2025_semifinal.html
http://www.softball.or.jp/worldgames2025/mens/


（4）第 487 号　 2025年（令和７年）9月10日

第12回ワールドゲームズ（女子ソフトボール）
2025.8.13 ～ 17　中国・成都

「まさか」の敗戦� 銅メダルに終わる
　

去
る
８
月
13
日
（
水)

～
17
日
（
日
）、

中
国
・
成
都
で
「
第
12
回
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

ズ
」（
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
が
開
催
さ
れ
、

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
が
出
場
。

　

大
会
に
は
ア
メ
リ
カ
（
１
）、
日
本
（
２
）、

プ
エ
ル
ト
リ
コ
（
３
）、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ

イ
ペ
イ
（
４
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
５
）、
カ
ナ
ダ

（
６
）
の
「
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
」
上
位
６
チ

ー
ム
、
ホ
ス
ト
国
の
中
国
（
12
）、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア（
10
）の
２
チ
ー
ム
が
「
ワ
イ
ル
ド
カ

ー
ド
」
で
の
出
場
。「
世
界
最
高
レ
ベ
ル
」
の

チ
ー
ム
が
顔
を
揃
え
、「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

フ

ァ
イ
ナ
ル
」
と
並
ぶ
「
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
」

と
し
て
開
催
さ
れ
た
（
※
２
０
２
４
年
12
月

31
日
時
点
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
決
定
。（　

）

内
の
数
字
は
ラ
ン
キ
ン
グ
順
位
を
示
す
）。

　

大
会
は
参
加
８
チ
ー
ム
を
Ａ
・
Ｂ
２
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
中
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
チ
ャ

イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
、
ア
メ
リ
カ
の
４
チ
ー

ム
が
「
グ
ル
ー
プ
Ａ
」
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
日
本
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
４
チ
ー
ム

が
「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」
に
振
り
分
け
ら
れ
、
シ

ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
方
式
（
１
回
総
当
た

り
）
の
予
選
リ
ー
グ
に
あ
た
る
「
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
実
施
。
両
グ
ル
ー
プ
の
上
位

２
チ
ー
ム
が
「
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
」（
準
決
勝
）

に
進
出
。「
グ
ル
ー
プ
Ａ
」
１
位
は
「
グ
ル
ー

プ
Ｂ
」
２
位
と
、「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」
１
位
は
「
グ

ル
ー
プ
Ａ
」
２
位
と
そ
れ
ぞ
れ
対
戦
し
、「
セ

ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
」（
準
決
勝
）
の
敗
者
は
「
ブ

ロ
ン
ズ
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
」（
３
位
決
定
戦
）
に
、

勝
者
が
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」（
決
勝
／
優
勝
決
定

戦
）
に
進
む
試
合
方
式
で
覇
が
競
わ
れ
た
。

　

男
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
は
、
大
会
初
日
、

初
戦
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
10
︱
３
の
６
回

コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
続
く
プ
エ
ル
ト
リ
コ
戦
も

７
︱
０
の
５
回
コ
ー
ル
ド
と
、
い
つ
も
通
り
、

順
調
な
足
取
り
を
刻
ん
で
い
る
か
に
見
え
た
。

し
か
し
…
…
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
グ

ル
ー
プ
Ｂ
」
１
位
通
過
を
か
け
た
カ
ナ
ダ
戦
、

「
若
き
エ
ー
ス
」
後
藤
希
友
が
２
回
裏
に
ソ

ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
被
弾
し
、
続
く
３
回
裏
に

は
押
し
出
し
で
１
点
を
与
え
て
し
ま
う
苦
し

い
試
合
展
開
に
…
…
。
打
線
も
６
回
表
、「
ベ

テ
ラ
ン
」
内
藤
実
穂
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
１
点

を
返
し
、
な
お
二
死
一
・
三
塁
の
「
同
点
」

「
逆
転
」
の
チ
ャ
ン
ス
が
続
い
た
が
「
あ
と
一

本
」
が
出
ず
、
１
︱
２
で
敗
れ
、「
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」
２
勝
１
敗
の

２
位
で
「
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
」（
準
決
勝
）
に

進
む
こ
と
に
な
り
、
誰
も
が
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」

（
決
勝
／
優
勝
決
定
戦
）
で
顔
を
合
わ
せ
る

と
予
想
し
て
い
た
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
グ
ル
ー
プ
Ａ
」
３
戦
全
勝
の
１
位
、「
宿

敵
」
ア
メ
リ
カ
と
対
戦
す
る
こ
と
に
…
…
。

　

「
宿
敵
」
ア
メ
リ
カ
と
の
「
セ
ミ
フ
ァ
イ

ナ
ル
」（
準
決
勝
）
は
延
長
10
回
に
及
ぶ
「
死

闘
」
と
な
り
、
６
︱
７
の
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
負

け
。「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」（
決
勝
／
優
勝
決
定
戦
）

進
出
を
逃
し
、「
３
位
決
定
戦
」
で
カ
ナ
ダ
を

11
︱
１
の
大
差
で
破
り
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。



（5） 第 487 号 ＪＳＡソフトボール 2025年（令和７年）9月10日

OPENING ROUND　GROUP B

２勝１敗
２位

第12回ワールドゲームズ（女子ソフトボール）　オープニングラウンド　日本戦試合結果

第12回ワールドゲームズ（女子ソフトボール）　「３位決定戦」　日本戦試合結果
JAPAN　６－７　USA

JAPAN　11 －１　CANADA
※大会出場メンバー、各選手プロフィール、試合結果等詳報はこちら

第12回ワールドゲームズ（女子ソフトボール）　「セミファイナル」（準決勝）　日本戦試合結果

試合レポートはこちら

試合レポートはこちら

試合レポートはこちら

第１戦　JAPAN　10 －３　AUSTRALIA第２戦　JAPAN　７－０　PUERTO RICO
第３戦　JAPAN　１－２　CANADA

ⒸWBSCⒸWBSC

ⒸWBSC

ⒸWBSCⒸWBSC

ⒸWBSCⒸWBSC

試合レポートはこちら

試合レポートはこちら

http://www.softball.or.jp/worldgames2025/womens/report/worldgames2025_op1.html
http://www.softball.or.jp/worldgames2025/womens/report/worldgames2025_op2.html
http://www.softball.or.jp/worldgames2025/womens/report/worldgames2025_op3.html
http://www.softball.or.jp/worldgames2025/womens/report/worldgames2025_semifinal.html
http://www.softball.or.jp/worldgames2025/womens/report/worldgames2025_BronzeMedalGame.html
http://www.softball.or.jp/worldgames2025/womens/


（6）第 487 号　 2025年（令和７年）9月10日

第14回女子アジアカップ
2025. ７.14 ～ 20　中国・西安

　

「
第
14
回
女
子
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
」
が
７
月

14
日
（
月
）
～
20
日
（
日
）、
中
国
・
西
安
で

開
催
さ
れ
、
日
本
（
3
）、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・

タ
イ
ペ
イ
（
４
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
15
）、
中
国

（
17
）、
韓
国
（
36
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
32
）、

香
港
（
36
）、
タ
イ
（
49
）、
イ
ン
ド
（
54
）、

マ
レ
ー
シ
ア
（
※
世
界
ラ
ン
ク
外
）
の
10
チ

ー
ム
が
出
場
（
※
（　

）
内
数
字
は
大
会
開

催
時
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
順
位
）。

　

大
会
の
試
合
方
式
は
、
出
場
全
10
チ
ー
ム

で
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
方
式
（
１
回
総

当
た
り
）
の
予
選
リ
ー
グ
に
あ
た
る
「
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
実
施
。
そ
の
「
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
順
位
に
基
づ
き
、
３

位
・
４
位
の
チ
ー
ム
が
ブ
ロ
ン
ズ
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
」（
３
位
決
定
戦
）
を
、
１
位
・
２
位
の

チ
ー
ム
が
「
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
」（
優

勝
決
定
戦
）
を
戦
い
、「
最
終
順
位
」
を
決
定
。

上
位
３
チ
ー
ム
が
「
第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
出
場
権
を
獲

得
。
ま
た
、
上
位
８
チ
ー
ム
に
「
２
０
２
６

愛
知
・
名
古
屋
ア
ジ
ア
競
技
大
会
」
へ
の
出

場
権
が
与
え
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
最
後
ま
で

激
し
い
順
位
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
は
将
来
性
豊
か
な

「
若
手
主
体
」（
大
会
出
場
メ
ン
バ
ー
は
こ
ち

ら
）
の
メ
ン
バ
ー
で
臨
み
、
初
戦
の
マ
レ
ー
シ

ア
戦
に
10
︱
０
の
４
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
大

会
２
日
目
は
ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
と
な
り
、
ま
ず

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
10
︱
０
の
４
回
コ
ー
ル
ド
で

大
勝
す
る
と
、
続
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
も
９
︱

１
の
６
回
コ
ー
ル
ド
。
大
会
３
日
目
も
ダ
ブ
ル

ヘ
ッ
ダ
ー
で
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
を
４

︱
１
、
香
港
を
16
︱
０
（
４
回
コ
ー
ル
ド
）
で

撃
破
。
無
傷
の
５
連
勝
を
飾
り
、
３
日
連
続

の
ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
と
な
っ
た
大
会
４
日
目
も

タ
イ
に
16
︱
０
、
韓
国
に
12
︱
２
と
２
試
合

連
続
の
４
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
大
会
５
日
目
、

「
ホ
ス
ト
国
」
で
あ
る
中
国
に
10
︱
０
で
大

勝
し
、
大
会
６
日
目
の
イ
ン
ド
戦
も
16
︱
０

の
３
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ

ン
ド
９
戦
全
勝
の
１
位
で
「
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル

ゲ
ー
ム
」（
優
勝
決
定
戦
）
進
出
を
決
め
た
。

　

大
会
最
終
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、

「
ブ
ロ
ン
ズ
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
」（
３
位
決
定
戦
）、

「
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
」（
優
勝
決
定
戦
）

は
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
成
績
で
順
位
を
決
定
す
る
こ

と
に
な
り
、
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
が
大
会

７
連
覇
の
「
偉
業
」
を
達
成
す
る
と
と
も
に

「
第
18
回
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
ス

テ
ー
ジ
」
出
場
権
を
獲
得
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

「
連
覇
」
へ
向
け
、
着
実
に
「
次
な
る
段
階
」

へ
駒
を
進
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
３
大
会
連
続
の

「
金
メ
ダ
ル
獲
得
」
と
い
う
「
大
目
標
」
へ

向
け
て
も
確
実
に
歩
み
を
進
め
た
。

　

ま
た
、
将
来
有
望
な
若
手
選
手
た
ち
が

「
国
際
舞
台
」
を
経
験
し
、
持
て
る
力
を
存

分
に
発
揮
し
、
躍
動
し
て
く
れ
た
こ
と
も
大

き
な
「
収
穫
」
で
あ
り
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

「
連
覇
」
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
３
大
会
連
続

金
メ
ダ
ル
」
に
つ
な
が
る
大
会
と
な
っ
た
。

アジアに敵なしアジアに敵なしアジアに敵なし７連覇７連覇７連覇

http://www.softball.or.jp/asiacup2025/
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9-1 WIN9-1 WIN9-1 WIN

第14回女子アジアカップ 日本戦 試合結果

10-0 WIN10-0 WIN10-0 WIN
OPENING ROUND GAME 1

vs MALAYSIA

OPENING ROUND GAME ７
vs KOREA

OPENING ROUND GAME 3
vs PHILIPPINES

OPENING ROUND GAME ９
vs INDIA

OPENING ROUND GAME 2
vs SINGAPORE

OPENING ROUND GAME ８
vs CHINA

10-0 WIN10-0 WIN10-0 WIN

12-2 WIN12-2 WIN12-2 WIN10-0 WIN10-0 WIN10-0 WIN

16-0 WIN16-0 WIN16-0 WIN

16-0 WIN16-0 WIN16-0 WIN

OPENING ROUND GAME ４
vs CHINESE TAIPEI

OPENING ROUND GAME ６
vs THAILAND

OPENING ROUND GAME ５
vs HONG KONG

4-1 WIN4-1 WIN4-1 WIN16-0 WIN16-0 WIN16-0 WIN

9 戦全勝大会７連覇 優勝
※試合のスコアをクリックすると各試合の試合レポートがご覧になれます

http://www.softball.or.jp/asiacup2025/report/asiacup2025_op1.html
http://www.softball.or.jp/asiacup2025/report/asiacup2025_op2.html
http://www.softball.or.jp/asiacup2025/report/asiacup2025_op3.html
http://www.softball.or.jp/asiacup2025/report/asiacup2025_op4.html
http://www.softball.or.jp/asiacup2025/report/asiacup2025_op5.html
http://www.softball.or.jp/asiacup2025/report/asiacup2025_op6.html
http://www.softball.or.jp/asiacup2025/report/asiacup2025_op7.html
http://www.softball.or.jp/asiacup2025/report/asiacup2025_op8.html
http://www.softball.or.jp/asiacup2025/report/asiacup2025_op9.html
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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
へ

チ
ー
ム
を
本
格
強
化
！

　

来
る
９
月
27
日
（
土
）
～
10
月
1
日
（
水
）、

ア
メ
リ
カ
・
オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
「
第
15
回
女
子
Ｕ
18
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
に
出
場
す
る
女
子
Ｕ

18
日
本
代
表
が
チ
ー
ム
を
本
格
強
化
。

　

８
月
12
日
（
火
）
～
14
日
（
木
）
の
３
日

間
、
東
京
女
子
体
育
大
学
に
て
「
国
内
強
化

合
宿
」
を
実
施
し
、
計
７
試
合
の
テ
ス
ト
マ

ッ
チ
を
行
う
等
「
実
戦
主
体
」
の
強
化
に
励

ん
だ
。

　

大
学
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
名
門
・
東
京

女
子
体
育
大
学
、
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
〝
Ｊ
Ｄ
．Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
〟

に
所
属
す
る
日
立 

サ
ン
デ
ィ
ー
バ
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ズ 

レ
ッ
ド
フ
ァ
ル

コ
ン
ズ
の
胸
を
借
り
た
テ
ス
ト
マ
ッ
チ
で
は
、

さ
す
が
に
ス
ピ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
、
技
術
、
経

験
値
の
違
い
を
見
せ
つ
け
ら
れ
…
…
苦
戦
の

連
続
。
得
点
差
は
開
き
、
そ
の
ス
コ
ア
が
物

語
る
通
り
「
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
壁
」
に
ぶ
ち

当
た
る
光
景
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
厳

し
い
現
実
・
課
題
か
ら
逃
げ
る
こ
と
な
く
、

個
々
に
、
チ
ー
ム
と
し
て
も
真
摯
に
向
き
合

い
、
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
や
日
本
代
表
の

先
輩
か
ら
様
々
な
視
点
の
「
指
導
」「
ア
ド

バ
イ
ス
」
を
受
け
、
一
歩
一
歩
着
実
に
「
成

長
」
を
遂
げ
て
い
く
選
手
た
ち
の
姿
が
印
象

的
で
も
あ
っ
た
。

　

今
回
の
Ｕ
18
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ

ル
で
ア
メ
リ
カ
の
５
連
覇
を
阻
止
し
、
２
０

１
３
年
以
来
遠
ざ
か
っ
て
い
る
「
女
子
ジ
ュ

ニ
ア
世
界
一
の
座
」
奪
還
を
果
た
す
こ
と
は

確
か
に
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

男
女
と
も
こ
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
」

は
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
つ
な
げ
て
い
く
た

め
の
「
通
過
点
」
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
…
…
私
た
ち
は

今
一
度
確
認
・
共
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
先
を
、
未
来
の
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代

表
を
思
い
描
く
「
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

常
に
持
ち
な
が
ら
…
…
「
世
界
」
に
挑
み
、

「
前
進
」
し
続
け
て
い
く
こ
と
こ
そ
重
要
な

の
で
あ
る
。

●
女
子
Ｕ
18
日
本
代
表
レ
ポ
ー
ト
●

４月の選考会後、代表選手を初招集！

◎
Ｕ
18
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル

　

大
会
概
要
・
試
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

日
本
選
手
団
名
簿
は
こ
ち
ら

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
へ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
へ

チ
ー
ム
を

チ
ー
ム
を
本
格
強
化

本
格
強
化
！！

http://www.softball.or.jp/u18womens-worldcup2025/
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挑め！世界へ!!
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今
大
会
は
７
月
19
日
（
土
）
～
21
日

（
月
・
祝
）
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
山
口
県

宇
部
市
・
宇
部
市
東
部
体
育
広
場
を
舞
台
に

開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
初
日
（
19
日
／
土
）
に
１
回
戦
の
16

試
合
、
２
日
目
（
20
日
／
日
）
に
２
回
戦
・

準
々
決
勝
の
12
試
合
、
３
日
目
（
21
日
／

月
・
祝
）
に
準
決
勝
・
決
勝
の
３
試
合
を
行

い
、
連
日
酷
暑
の
中
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、

無
事
に
全
日
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ベ
ス
ト
4
に
は
、
H
o
n
d
a
（
栃
木
）、

デ
ン
ソ
ー
（
愛
知
）、
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
愛

知
）、
安
川
電
機
（
福
岡
）
が
勝
ち
上
が
り
、

実
業
団
男
子
の
「
頂
点
」
の
座
を
か
け
、
最

終
決
戦
へ
挑
ん
だ
。

第65回全日本実業団男子選手権大会
令和７年７月19日（土）～21日（月・祝）　山口県宇部市／宇部市東部体育広場

記録提供：山口県協会記録委員会

Honda（栃木）HondaHonda（栃木）（栃木）

35年ぶりの３連覇

連日 35℃を超える酷暑の中、熱戦が繰り広げられた

35年ぶりの35年ぶりの３連覇３連覇
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大会結果詳細、全試合イニングスコアは日本協会オフィシャルサイトで！

〈 準決勝 〉デンソー 0 － 1 Honda
　試合は、Honda・池田空生、デンソー・山脇佑也の両先発で
始まり、緊迫した投手戦が繰り広げられた。２回裏、Hondaは、
この回先頭の４番・坂田大士が振り逃げ暴投で出塁し、一死後、
二塁へ盗塁。二死となった後、７番・葛野奏の四球で一・二塁
とし、８番・野澤空汰のセンター前タイムリーで二塁走者が一
気に生還。この回１点を先制した。
　一方、デンソーは男子TOP日本代表でも「エース」として活
躍するHonda・池田空生を攻略できないまま、迎えた最終回、
一死から、７番・山脇佑也がセンター前ヒットで出塁し、二死
後、９番・濱口鯉来のセンター前ヒットで一塁走者が判断よく
三塁を陥れ、二死一・三塁と「一打同点」のチャンスをつかん
だが、後続がサードゴロに倒れ、ゲームセット。Hondaが１－
０で逃げ切り、「３連覇」へ王手をかけた。

池
田
空
生
の
11
三
振
を
奪
う
好
投
で
3
連
覇
へ
王
手

《　決　勝　》トヨタ自動車 １―２ Honda
　決勝はHonda・長井風雅、トヨタ自動車・小野寺翔太の男子TOP日本代表に名を連ねる両投手が先発。
先攻のトヨタ自動車は初回、同じく男子TOP日本代表の黒岩誠亥が先頭打者ホームランを放ち、１点を先制。
　しかし、１点を追うHondaが３回裏、
一死から１番・川島大空、２番・遠畑
光希の連打で一・二塁と攻め立てる
と、３番・福田空脩の左中間を深々と
破るタイムリースリーベースで走者を
一掃！逆転に成功した。
　直後の４回表、トヨタ自動車も四死
球と犠打等で二死二・三塁の好機を得
たが、後続がセンターライナーに倒れ、
無得点。その後は両チームとも得点の
チャンスを作れず、Hondaが２－１で
トヨタ自動車を破り、35年ぶり２度目
の「３連覇」を成し遂げた。

福
田
空
脩
の
2
点
タ
イ
ム
リ
ー
ツ
ー
ベ
ー
ス
で
逆
転
勝
利
！

〈 準決勝 〉トヨタ自動車 ５－０ 安川電機
　先攻のトヨタ自動車は３回表、この回先頭の８番・大野流畏
斗がバント安打で出塁し、次打者の送りバントで一死二塁の先
制機をつかむと、１番・黒岩誠亥の二遊間を抜くタイムリーで
二塁走者が三塁を蹴って先制のホームイン。この回１点を先取
した。トヨタ自動車は終盤６回表にも、この回先頭の２番・西
森亜夕夢がショートのエラーで出塁。犠打で二塁に進塁し、４
番・真﨑海斗の三遊間を抜く安打、さらに５番・杉山喜規の死
球で満塁と攻め立て、２つのワイルドピッチで２点を追加。な
お、一死三塁のチャンスが続き、二死後、７番・坂本匠のレフ
ト前タイムリーでこの回３点目。さらに一塁走者が盗塁、ワイ
ルドピッチで三塁へ進み、８番・大野流畏斗の二遊間を破るタ
イムリーで三塁走者が還り、この回決定的な４点を追加し、５
－０とリードを広げ、決勝進出を決めた。

小
野
寺
翔
太
、
八
木
孔
輝
と
つ
な
ぐ
投
手
リ
レ
ー
で

安
川
電
機
打
線
を
1
安
打
完
封

http://www.softball.or.jp/game/corporate_mens/tournament2025/tournament.html
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
、
７
月
26
日
（
土
）・
27
日

（
日
）
の
両
日
、
京
都
府
福
知
山
市
・
福
知

山
市
三
段
池
ラ
ビ
ハ
ウ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
初
日
は
、
１
回
戦
・
２
回
戦
６
試
合

が
行
わ
れ
、
ベ
ス
ト
４
が
出
揃
い
、「
連
覇
」

を
狙
う
花
王
コ
ス
メ
小
田
原 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

（
神
奈
川
）、
日
本
リ
ー
グ
「
プ
ラ
チ
ナ
セ

ク
シ
ョ
ン
」
で
「
同
率
首
位
」
に
並
ぶ
大
和

電
機 

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｌ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ
（
長
野
）、
同

じ
く
日
本
リ
ー
グ
「
サ
フ
ァ
イ
ア
セ
ク
シ
ョ

ン
」
で
「
同
率
首
位
」
の
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原

Ｅｍｅｒａ
ｌ
ｄ 

Ｇｒｅｅｎ
（
千
葉
）、
同
じ
く

日
本
リ
ー
グ
所
属
の
平
林
金
属 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ

ｂ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｏ
ｍ
ｓ
（
岡
山
）
の
４
チ
ー
ム
が

勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

　

大
会
２
日
目
（
最
終
日
）
は
準
決
勝
・
決
勝

の
計
３
試
合
が
行
わ
れ
、
花
王
コ
ス
メ
小
田
原 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
平
林
金
属 

Ｐｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｂ
ｌｏ

ｓ
ｓ
ｏ
ｍｓ
に
２
︱
０
の
完
封
勝
ち
。
も
う
一
方

の
ゾ
ー
ン
で
は
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原 

Ｅｍｅｒａ
ｌ

ｄ 

Ｇｒｅｅ
ｎ
が
大
和
電
機 

Ｂ
ｌｕｅ 

Ｌａ
ｋｅ
ｒ

ｓ
に
２
︱
１
で
競
り
勝
ち
、
決
勝
進
出
。

　

決
勝
で
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原 

Ｅｍｅｒａ

ｌ
ｄ 

Ｇｒｅ
ｅ
ｎ
が
「
連
覇
」
を
狙
う
花
王
コ

ス
メ
小
田
原 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
に
４
︱
０
の

完
封
勝
ち
。
初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

第65回全日本実業団女子選手権大会
令和７年７月26日（土）・27日（日）　京都府福知山市／福知山市三段池ラビハウスフィールド

記録提供：京都府協会記録委員会

VONDS 市原 Emerald Green（千葉）

初の栄冠に輝く！

優秀選手・西愛美
（花王コスメ小田原 フェニックス）

大会 MVP・西音華
（VONDS 市原 Emerald Green）



（13） 第 487 号 ＪＳＡソフトボール 2025年（令和７年）9月10日

　後攻の花王コスメ小田原 フェニックスは初回、二死走者なしから
３番・鈴木未空が死球で出塁。すかさず二塁盗塁を成功させ、二死な
がら得点圏に走者を進めると、４番・山岡未歩のピッチャー強襲安打
の間に二塁走者が一気に還り、先取点を挙げた。花王コスメ小田原 
フェニックスは５回裏にも四球、盗塁、犠打で一死三塁とし、２番・
岡田南がスクイズを決め、貴重な追加点を挙げ、２点差にリードを広
げた。
　守っては、「エース」栗原ななみが好投！　平林金属 Peachblossoms
打線をわずか２安打に抑え込み、見事な完封。「連覇」に王手をかけた。

〈準決勝〉
平林金属 Peachblossoms　０－２　花王コスメ小田原 フェニックス

大会結果の詳報、全試合のイニングスコア等は
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで決勝戦ダイジェスト動画はこちらから

花王コスメ小田原 フェニックス
「エース」の好投で「連覇」へ王手

　VONDS市原 Emerald Greenは２回表、６番・石井愛華の二塁打、犠
打で一死三塁とし、８番・澁江マリンのタイムリーで先取点を挙げた。
VONDS市原 Emerald Greenは５回表にも１番・塚本楓花のライト線へ
の二塁打、犠打で一死三塁としたが、次打者のサードゴロで三塁走者
が本塁タッチアウト。チャンスを逃したかに見えたが、４番・吉田汐
里の中越三塁打で一塁走者が一気に還り、２点目を挙げた。
　その裏、大和電機 Blue Lakersは9番・古賀藍奈のレフト線への当た
りがランニングホームランとなり、1点を返し、1点差に迫ったが、力
投の渡邉双葉の前に反撃を断たれ、1点差で敗れた。

〈準決勝〉
VONDS 市原 Emerald Green　2 － 1 大和電機 Blue Lakers

VONDS市原 Emerald Greenが
僅差の接戦を制し、決勝進出！

　両チーム無得点で迎えた４回表、VONDS市原 Emerald Greenは２つの
四球で二死一・二塁とし、５番・紺野穂乃香、６番・千葉春海の連打で
２点を先制。続く５回表にも、この回先頭の７番・石井愛華の二塁打、
四球、犠打で一死二・三塁とし、１番・塚本楓花、２番・郡司美友の連
打で２点を追加。４点差にリードを広げた。
　守っては、決勝戦の先発を任された西音華が好投。初回にいきなり「イリ
ーガルピッチ」の宣告を受け、四球の走者を出す等、立ち上がりにピンチを
招いたが、このピンチを味方守備陣の好守もあり、ダブルプレイで切り抜け
ると、その後は落ち着きを取り戻し、「連覇」を狙う花王コスメ小田原 フェ
ニックス打線をわずか３安打に抑え込み、最後まで得点を許さず、見事な
完封。チームの初優勝に大きく貢献し、「大会ＭＶＰ」に輝く活躍を見せた。
　一方、花王コスメ小田原 フェニックスは継投策が結果的に裏目となり、先発した「エース」栗原ななみが初回、
２回表と三者凡退の好調な滑り出しを見せていたが、３回表から左腕・小林彩絵に交代。その小林彩絵が４回表
に２点を失い、５回表にも３番手・星野圭音が一死二・三塁のピンチを招いたところで「エース」栗原ななみを再
出場・再登板させたが連打を浴び、決定的な２点を失い、勝負あり。「連覇」を逃す結果となった。

〈決勝〉
VONDS 市原 Emerald Green　4 － 0 花王コスメ小田原 フェニックス

VONDS市原 Emerald Greenが
理想的な試合展開で初優勝！

http://www.softball.or.jp/game/corporate_woman/tournament2025/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=4JRAftVHc9Q
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
、
７
月
19
日
（
土
）
～
21
日

（
月
・
祝
）
の
３
日
間
、
北
海
道
倶
知
安

町
・
倶
知
安
町
営
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
代
表
24
チ
ー
ム
が
「
北
の
大

地
」
で
一
堂
に
会
し
、「
ク
ラ
ブ
女
子
日
本

一
」
の
座
を
か
け
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

大
会
初
日
は
、
４
会
場
を
使
用
し
て
１
回

戦
・
２
回
戦
16
試
合
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
、
１
回
戦
８
試
合

の
み
を
実
施
。
２
日
目
に
２
回
戦
・
準
々
決

勝
12
試
合
を
行
い
、
ベ
ス
ト
４
が
出
揃
っ
た
。

　

大
会
最
終
日
、
準
決
勝
・
決
勝
３
試
合

が
行
わ
れ
、
大
会
「
４
連
覇
」
の
偉
業
達

成
を
狙
う
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｏ
Ｙ
Ａ
（
鹿
児
島
）、
地
元
・
北
海
道
代
表

の
石
狩
Ｓ
Ｃ
、
Ｃ
ｉ
ｔｒ
ｉｎｅ 

Ｉｃ
ｈ
ｉｎｏ
ｍ

ｉｙ
ａ
（
愛
知
）、
厚
木
Ｓ
Ｃ
（
神
奈
川
）
の

日
本
リ
ー
グ
勢
が
ベ
ス
ト
４
に
勝
ち
上
が
り
、

「
最
後
の
決
戦
」
に
挑
ん
だ
。

　

結
果
は
「
４
連
覇
」
を
狙
う
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ａ

Ｌ
Ｌ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
が
地
元
・
期
待

の
石
狩
Ｓ
Ｃ
を
７
︱
１
で
破
り
、
厚
木
Ｓ
Ｃ

に
２
︱
１
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
た
Ｃ
ｉ

ｔｒ
ｉｎｅ 

Ｉｃ
ｈ
ｉｎｏ
ｍ
ｉｙ
ａ
と
決
勝
で
顔

を
合
わ
せ
、
決
勝
で
は
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
が
Ｃ
ｉ
ｔｒ
ｉｎｅ 

Ｉｃ
ｈ
ｉ

ｎ
ｏ
ｍ
ｉｙ
ａ
に
５
︱
０
の
完
封
勝
ち
。
見
事

「
４
連
覇
」
の
偉
業
を
達
成
し
た
。

第46回全日本クラブ女子選手権大会
令和7年７月19日（土）～21日（月・祝） 

北海道倶知安町／倶知安町営ソフトボール球場
記録提供：北海道協会記録委員会

４連覇の偉業達成！４連覇４連覇のの偉業達成！偉業達成！

MORI ALL WAVE KANOYA（鹿児島）MORI ALL WAVE KANOYA（鹿児島）MORI ALL WAVE KANOYA（鹿児島）

大会 MVP・福元彩未
（MORI ALL WAVE KANOYA）

大会 MVP・福元彩未大会 MVP・福元彩未
（MORI ALL WAVE KANOYA）（MORI ALL WAVE KANOYA）優秀選手・山下紗季

（Citrine Ichinomiya）
優秀選手・山下紗季優秀選手・山下紗季

（Citrine Ichinomiya）（Citrine Ichinomiya）
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〈準決勝〉
石狩 SC　1 － 7　MORI ALL WAVE KANOYA

大会結果の詳報、全試合のイニングスコア等は
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで決勝戦ダイジェスト動画はこちらから

　後攻のMORI ALL WAVE KANOYAは初回、1番・藤田直がいきな
りの左中間三塁打。四球、盗塁で無死二・三塁とし、一死後、４番・
藤野亜美、５番・山根楓加の連続適時内野安打で２点を先制。これで
勢いづいたMORI ALL WAVE KANOYAはその後も攻撃の手を緩めず、
12安打・7得点の猛攻！　石狩ＳＣを圧倒した。
　地元・期待の石狩SCも6回表、「キャプテン」平川美里のタイムリ
ーで１点を返し、詰めかけた観客を沸かせる場面もあったが、反撃も
ここまで。「快進撃」を続け、大会を盛り上げてくれたチームがつい
に準決勝で力尽き、3位で大会を終えた。

大会の「主役」となった石狩 SC

〈準決勝〉
 厚木 SC　1 － 2　Citrine Ichinomiya

　両チーム無得点で迎えた6回表、厚木SCは二死三塁の先制機に５
番・木下奈津が三塁強襲のタイムリーを放ち、１点を先制。Citrine 
Ichinomiyaもその裏、相手投手の制球の乱れに乗じて押し出しで１－
１の同点に追いついた。
　厚木SCは最終回、この回先頭の７番・松尾奈月が中越二塁打を
放ったものの、ダブルプレイで勝ち越しのチャンスを潰し、Citrine 
Ichinomiyaがその裏、内野安打で出塁した走者を、一死後、犠打で二
死ながら二塁へ進め、３番・林佑奈が三遊間を抜くサヨナラのタイム
リー！　劇的なサヨナラ勝ちで厚木SCを振り切り、決勝進出を決めた。劇的なサヨナラで決着

〈決勝〉
MORI ALL WAVE KANOYA　5 － 0　Citrine Ichinomiya

　「大会４連覇」の偉業達成を狙う先攻のMORI ALL WAVE KANOYA
は初回、二死走者なしから３番・鈴木真由子のレフト前ヒット、四球
で一・二塁とし、５番・新谷静香のレフト前へのタイムリーで先取点
を挙げた。続く２回表にも、二死走者なしから１番・藤田直がライト
前ヒットで出塁すると、すかさず盗塁。２番・福元彩未のレフトオー
バーのタイムリーツーベースで１点を追加。２点差にリードを広げた。
２点リードのまま、迎えた終盤6回表には相手守備の乱れ、押し出し、
４番・藤野亜美の犠牲フライで決定的な３点を追加。「４連覇」の偉業
達成へ大きく前進した。　
　守っては、初回の守りにつくと同時に、DP・竹原由菜がFP・ピッチ
ャーの守備を兼務。「実質的な先発投手」となり、Citrine Ichinomiya 打線をわずか２安打に抑え込み、最
後まで得点を許さず、５－０の完封勝ち。大会４連覇の偉業を達成した。
　敗れたCitrine Ichinomiya は準決勝でサヨナラ勝ち。勢いに乗って「王者」に挑んだが……立ちはだか
る「王者」の壁は高く厚く、力及ばず準優勝に終わった。

MORI、圧勝で 4 連覇達成！

http://www.softball.or.jp/game/club_woman/tournament2025/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=iX3No0imqg0
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高
校
生
に
と
っ
て
〝
最
高
峰
の
舞
台
〟
と

な
る
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」。
灼
熱
の
太
陽
の

も
と
、
全
国
の
厳
し
い
予
選
を
勝
ち
抜
い
て

き
た
43
チ
ー
ム
（
※
開
催
地
・
岡
山
か
ら
２

チ
ー
ム
出
場
）
が
岡
山
県
津
山
市
に
集
結
。

高
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
夏
の
日
本
一
」

を
競
う
「
第
60
回
全
日
本
高
等
学
校
男
子
選

手
権
大
会
」
が
、
８
月
２
日
（
土
）
～
５
日

（
火
）
の
４
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
各
チ
ー
ム
〝
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
〟
な
ら
で
は
の
ス
ピ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
、
そ

し
て
技
術
を
前
面
に
出
し
つ
つ
も
、
高
校
生

ら
し
い
「
爽
や
か
な
プ
レ
イ
」
で
観
客
を
魅

了
！

　

熱
戦
を
勝
ち
上
が
り
ベ
ス
ト
４
に
名
乗
り

を
上
げ
た
の
は
、
長
崎
県
立
大
村
工
業
高
等

学
校
（
長
崎
）、
豊
川
高
等
学
校
（
愛
知
）、

愛
媛
県
立
東
温
高
等
学
校
（
愛
媛
）、
徳
島

県
立
徳
島
科
学
技
術
高
等
学
校
（
徳
島
）
の

４
チ
ー
ム
。
そ
れ
ぞ
れ
が
最
終
日
、
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
王
者
を
か
け
た
「
最
後
の
戦
い
」
に

臨
ん
だ
。

◎第60回全日本高等学校男子選手権大会◎
令和７年８月２日（土）～５日（火）　岡山県津山市／勝北総合スポーツ公園・加茂町スポーツセンター

長崎県立大村工業高等学校長崎県立大村工業高等学校長崎県立大村工業高等学校

３年ぶり６回目の３年ぶり６回目の３年ぶり６回目の

記録提供：岡山県協会記録委員会記録提供：岡山県協会記録委員会記録提供：岡山県協会記録委員会

「夏の頂点」をめざし、熱戦展開！

頂点へ！頂点頂点へ！へ！
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大会トーナメント表、全試合イニングスコアはこちら！

〈
準
決
勝
〉

大
村
工
業
高 

９
︱
２ 

豊
川
高

　

先
攻
の
大
村
は
初
回
、
四
球
、
内
野
安
打
、

盗
塁
等
で
一
死
二
・
三
塁
の
好
機
を
作
り
、

４
番
・
北
川
氷
悟
が
三
遊
間
へ
適
時
打
。
二

者
が
還
り
、
幸
先
良
く
２
点
を
先
制
し
た
。

　

大
村
は
続
く
２
回
表
に
も
相
手
守
備
の
乱

れ
に
つ
け
込
み
、
二
死
満
塁
と
攻
め
立
て
、

３
番
・
大
島
拓
人
の
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
ク

リ
ー
ン
に
飛
び
込
む
「
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
」

で
一
挙
４
点
を
追
加
。
そ
の
後
も
３
回
表
に

１
点
、
２
点
を
返
さ
れ
た
後
の
７
回
表
に
は

決
定
的
な
追
加
点
（
２
点
）
を
挙
げ
、
そ
の

ま
ま
９
︱
２
で
快
勝
。
３
年
ぶ
り
の
優
勝
に

「
王
手
」
を
か
け
た
。

〈
準
決
勝
〉

東
温
高 

６
︱
０ 

徳
島
科
学
技
術
高

　

先
手
を
取
っ
た
の
は
東
温
。
初
回
、
一
死

三
塁
か
ら
３
番
・
髙
木
凰
史
の
中
前
適
時
打

で
１
点
を
先
制
す
る
と
、
２
回
表
に
も
８

番
・
白
石
一
颯
、
３
番
・
髙
木
凰
史
の
適
時

打
、
相
手
守
備
の
乱
れ
で
３
点
を
追
加
。
３

回
表
に
は
相
手
投
手
の
制
球
の
乱
れ
と
敵
失

に
よ
り
２
点
を
加
え
、
序
盤
で
６
︱
０
と
大

き
く
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
。

　

守
っ
て
は
、
髙
木
凰
史
、
髙
木
凱
司
、
辻

川
凌
功
の
３
投
手
を
小
刻
み
に
つ
な
ぐ
起
用

法
で
徳
島
打
線
を
僅
か
２
安
打
に
抑
え
込
み
、

そ
の
ま
ま
完
封
勝
利
。
９
年
ぶ
り
の
決
勝
へ

駒
を
進
め
た
。

《
決
勝
》

大
村
工
業
高 

９
︱
１ 

東
温
高

　

初
回
、
２
回
と
互
い
に
得
点
を
奪
え
ず
、

迎
え
た
３
回
裏
、
大
村
は
８
番
・
中
尾
拓
夢

が
三
遊
間
へ
の
安
打
で
出
塁
。
内
野
ゴ
ロ
、

犠
打
で
三
進
後
、
敵
失
に
よ
り
生
還
を
果
た

す
と
、
な
お
二
死
一
塁
の
状
況
で
３
番
・
大

島
拓
人
が
準
決
勝
同
様
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

ク
リ
ー
ン
へ
鮮
や
か
な
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ

ン
！ 

こ
の
回
３
点
を
先
制
し
た
。

　

大
村
は
直
後
の
４
回
表
に
１
点
を
返
さ
れ

は
し
た
が
、
５
回
裏
、
再
び
８
番
・
中
尾
拓

夢
の
安
打
を
足
場
に
塁
上
を
賑
わ
せ
、
３

番
・
大
島
拓
人
が
適
時
二
塁
打
、
さ
ら
に
捕

逸
、
敵
失
で
加
点
後
、
６
番
・
平
山
未
来
の

「
会
心
」
の
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
大
量

６
得
点
!! 

一
気
に
５
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
を

成
立
さ
せ
、
９
︱
１
で
東
温
に
圧
勝
！ 

３

年
ぶ
り
６
回
目
の
「
夏
の
頂
点
」
へ
登
り
詰

め
た
。

2 回表、満塁ホームランを放った 3 番・大島拓人

序盤に 6 点を奪った東温が決勝へ

大村が貫禄のコールド勝ちで優勝 !!

http://www.softball.or.jp/game/h_school_boy/tournament2025/tournament.html
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◎第77回全日本高等学校女子選手権大会◎
令和７年７月26日（土）～29日（火）岡山県津山市／勝北総合スポーツ公園・加茂町スポーツセンター

　

高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〝
最
大
・
最
高
の
目

標
〟
と
さ
れ
る
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」。
全
国
各

地
で
出
場
権
を
つ
か
み
取
っ
た
48
チ
ー
ム（
※

開
催
地
・
岡
山
か
ら
２
チ
ー
ム
出
場
）
が
岡

山
県
津
山
市
に
集
い
、「
夏
制
覇
」
を
か
け
て

「
第
77
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子
選
手
権
大

会
」
に
挑
ん
だ
。

　

大
会
は
７
月
26
日
（
土
）
～
29
日
（
火
）

の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
が
、
初
日（
１
回
戦
）

の
神
奈
川
県
立
厚
木
王
子
高
等
学
校
（
神
奈

川
） 

vs 

柴
田
学
園
大
学
附
属
柴
田
学
園
高

等
学
校
（
青
森
）
戦
で
、
厚
木
王
子
高
・
島

津
リ
ノ
投
手
が
第
71
回
大
会
以
来
と
な
る

「
完
全
試
合
」
を
達
成
す
る
と
い
う
快
挙
も

あ
っ
た
。

　

最
終
日
の
準
決
勝
に
は
、
そ
の
島
津
リ
ノ

投
手
を
中
心
に
昨
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）

再
編
統
合
さ
れ
〝
名
門
・
厚
木
商
業
高
〟
か

ら
伝
統
を
受
け
継
い
だ
神
奈
川
県
立
厚
木
王

子
高
等
学
校
、
香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
高
等
学
校

（
大
阪
）、
金
沢
高
等
学
校
（
石
川
）、
地

元
・
創
志
学
園
高
等
学
校
（
岡
山
）
が
そ
れ

ぞ
れ
進
出
し
た
。

神奈川県立厚木王子高等学校神奈川県立厚木王子高等学校神奈川県立厚木王子高等学校

栄冠 !!栄冠栄冠 !!!!
３年ぶり９回目の３年ぶり９回目の３年ぶり９回目の

記録提供：岡山県協会記録委員会記録提供：岡山県協会記録委員会記録提供：岡山県協会記録委員会

数々の好ゲーム・激闘を経て…
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大会トーナメント表、全試合イニングスコアはこちら！

〈
準
決
勝
〉

厚
木
王
子
高 
４
︱
１ 

香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
高

　

香
ヶ
丘
リ
ベ
ル
テ
は
２
回
表
、
４
番
・
小

川
舞
華
が
中
前
安
打
で
出
塁
し
、
犠
打
、
内

野
ゴ
ロ
で
三
塁
ま
で
進
塁
。
７
番
・
横
田
萌

花
の
右
中
間
へ
の
適
時
二
塁
打
で
生
還
を
果

た
し
、
１
点
を
先
制
し
た
。

　

し
か
し
、
厚
木
王
子
も
４
回
裏
、
連
打
、

内
野
ゴ
ロ
で
一
死
二
・
三
塁
と
し
、
５
番
・

千
葉
香
子
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
ゴ
ロ
の
間
に
三
塁

走
者
が
還
り
、
同
点
。
試
合
を
振
り
出
し
に

戻
す
と
、
６
回
裏
に
は
安
打
、
敵
失
で
得
た

無
死
一
・
二
塁
の
好
機
で
４
番
・
島
津
リ
ノ

が
走
者
一
掃
の
勝
ち
越
し
適
時
二
塁
打
！ 

さ
ら
に
足
で
揺
さ
ぶ
り
、
６
番
・
渡
邊
ま
ひ

ろ
が
ス
ク
イ
ズ
を
決
め
、
４
︱
１
と
３
点
差

に
リ
ー
ド
を
広
げ
た
。

　

投
げ
て
は
、
先
発
・
島
津
リ
ノ
が
先
取
点

こ
そ
奪
わ
れ
た
も
の
の
、
持
ち
味
の
「
緩
急

巧
み
な
ピ
ッ
チ
ン
グ
」
で
完
投
勝
利
。
決
勝

へ
駒
を
進
め
た
。

〈
準
決
勝
〉

創
志
学
園
高 

６
︱
１ 

金
沢
高

　

先
攻
の
創
志
は
初
回
、
１
番
・
江
田
侑
紀

奈
が
安
打
で
出
塁
し
た
後
、
３
番
・
山
下
真

友
佳
、
６
番
・
安
樂
咲
の
適
時
打
等
で
い
き

な
り
３
点
を
先
制
。
２
回
表
に
も
相
手
守
備

の
乱
れ
に
乗
じ
て
１
点
、
３
回
表
に
も
６

番
・
安
樂
咲
の
レ
フ
ト
へ
の
ソ
ロ
本
塁
打
で

１
点
、
終
盤
６
回
表
に
は
こ
の
試
合
大
活
躍

の
６
番
・
安
樂
咲
の
二
塁
打
か
ら
ダ
メ
押
し

の
６
点
目
を
追
加
し
、
勝
利
を
決
定
づ
け
た
。

　

守
っ
て
は
、
エ
ー
ス
・
二
ノ
宮
沙
姫
が
６

回
裏
に
連
続
二
塁
打
を
浴
び
て
１
点
を
返
さ

れ
た
が
、
大
勢
に
影
響
は
な
く
、
６
︱
１
で

快
勝
。
８
年
ぶ
り
の
優
勝
に
「
王
手
」
を
か

け
た
。

《
決
勝
》

厚
木
王
子
高 

４
︱
３ 

創
志
学
園
高

　

初
回
に
厚
木
王
子
が
小
技
・
機
動
力
を
絡

め
２
点
を
先
制
す
れ
ば
、
２
回
表
、
創
志
も

６
番
・
安
樂
咲
の
一
発
（
ツ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム

ラ
ン
）
で
応
戦
。
試
合
は
そ
の
後
両
チ
ー
ム

一
歩
も
譲
ら
ず
、
２
︱
２
の
同
点
の
ま
ま
、

延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
突
入
し
た
。

　

迎
え
た
延
長
８
回
表
、
創
志
は
タ
イ
ブ
レ

ー
ク
の
走
者
を
犠
打
で
手
堅
く
三
塁
に
進
め

る
と
、
８
番
・
橋
本
真
央
の
サ
ー
ド
へ
の
当

た
り
が
守
備
の
乱
れ
を
誘
い
、
１
点
を
勝
ち

越
し
。

　

し
か
し
、「
諦
め
な
い
」
厚
木
王
子
は
そ

の
裏
、
同
じ
く
犠
打
で
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
走

者
を
三
進
さ
せ
た
後
、
４
番
・
島
津
リ
ノ

が
「
初
球
」
を
思
い
切
っ
て
振
り
抜
き
、
ラ

イ
ト
オ
ー
バ
ー
の
タ
イ
ム
リ
ー
ス
リ
ー
ベ
ー

ス
！ 

な
お
一
死
三
塁
と
サ
ヨ
ナ
ラ
の
好
機
が

続
き
、
５
番
・
千
葉
香
子
の
打
席
の
４
球
目

に
ス
ク
イ
ズ
を
敢
行
!! 

サ
ー
ド
前
に
転
が
り
、

前
進
し
て
捕
球
し
た
三
塁
手
が
本
塁
突
入
を

試
み
る
三
塁
走
者
・
島
津
リ
ノ
に
そ
の
ま
ま

タ
ッ
チ
し
よ
う
と
懸
命
に
手
を
伸
ば
し
た
が
、

僅
か
に
届
か
ず
…
…
「
紙
一
重
の
ス
ラ
イ
デ

ィ
ン
グ
」
で
見
事
か
い
く
ぐ
っ
た
島
津
リ
ノ

が
歓
喜
の
生
還
を
果
た
し
、
厚
木
王
子
が
劇

的
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
！ 

ま
さ
に
「
執
念
」
の

勝
利
で
、
３
年
ぶ
り
９
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
王
者
に
輝
い
た
。

創志の 6 番・安樂咲が大活躍！

厚木王子、「執念」のサヨナラ勝ち !!

http://www.softball.or.jp/game/h_school_girl/tournament2025/tournament.html
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去
る
８
月
２
日
（
土
）
～
４
日
（
月
）
の

３
日
間
、
福
岡
県
福
岡
市
・
雁
の
巣
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
第
25
回

全
日
本
中
学
生
男
子
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

全
国
の
精
鋭
26
チ
ー
ム
が
集
結
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

　

大
会
初
日
（
２
日
／
土
）
に
１
回
戦
・
２

回
戦
の
18
試
合
、
２
日
目
（
３
日
／
日
）
に

準
々
決
勝
・
準
決
勝
の
６
試
合
、
３
日
目

（
４
日
／
月
）
に
決
勝
の
１
試
合
を
行
い
、

全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

ベ
ス
ト
４
に
は
、
神
奈
川
オ
ー
シ
ャ
ン
ド

ッ
グ
ス
（
神
奈
川
）、
長
崎
Ｋ
Ｓ
Ｃ
（
長
崎
）、

山
口
水
産
ジ
ュ
ニ
ア
（
鹿
児
島
）、
東
九
州

Ｍ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
（
宮
崎
）
が
勝
ち
上
が
り
、
中
学

生
男
子
の
「
日
本
一
」
の
座
を
か
け
て
戦
っ

た
。

第25回全日本中学生男子大会
令和７年８月２日（土）～４日（月）　福岡県福岡市／雁の巣レクリエーションセンター

記録提供：福岡県協会記録委員会

神奈川オーシャンドッグス（神奈川）神奈川オーシャンドッグス神奈川オーシャンドッグス（神奈川）（神奈川）

初の栄冠つかむ 初初のの栄冠栄冠つかむ つかむ 

「地元」福岡からは福岡レッドドリームズが参戦！
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〈 準決勝 〉長崎 KSC 1 － 3 神奈川オーシャンドッグス

大会結果詳細、全試合イニングスコアは日本協会オフィシャルサイトで！

　神奈川は２回裏、この回先頭の６番・鈴木勇翔が二遊間
を破る安打で出塁すると、犠打、ショートゴロで三塁まで
進塁。９番・小澤徠唯のライト前タイムリーで生還し、こ
の回１点を先取した。神奈川は続く３回裏にも、この回先
頭の２番・石田湊也、３番・鈴木翔太の連続二塁打で１点
を追加。二死後、パスボールで二塁走者が三塁に進塁し、
６番・鈴木勇翔の三遊間を抜くタイムリーでもう１点を加
え、３－０とリードを広げた。
　一方、長崎は３点を追う４回表、４番・萩原太一の三塁
線を抜く安打、６番・山本勝斗のレフトオーバーのタイム
リースリーベースで１点を返したが、反撃もここまで。３
－１で神奈川が勝利し、決勝へ駒を進めた。

神
奈
川
が
3
︱
1
で
勝
利
し
、
決
勝
へ
！

《　決　勝　》神奈川オーシャンドッグス 5―1 山口水産ジュニア
　先攻の神奈川は初回、連続四球で無死一・二塁のチ
ャンスをつかみ、一死後、ダブルスチールを仕掛ける
と、二塁走者を刺そうとした捕手の三塁への送球が逸
れ、二塁走者が生還し、１点を先制。２回表にも、こ
の回先頭の鈴木紳之助がセンター前ヒットで出塁し、
次打者の死球で無死一・二塁とし、９番・小澤徠唯の
バントがピッチャーとファーストの間に転がる安打と
なり、その間に二塁走者が判断よく本塁を陥れ、１点
を追加。なお無死一・二塁のチャンスが続き、１番・
三堀玲雅のセンター前ヒットで満塁と攻め立てると、
一死後、３番・鈴木翔太のレフト前タイムリーで三塁
走者が還り、この回２点を追加した。
　神奈川は１点を返され、迎えた４回表にも、一死か
ら１番・三堀玲雅、２番・石田湊也の連続三塁打で１
点を加え、３番・鈴木翔太のピッチャー強襲のタイム
リーで三塁走者が還り、５－１とリードを広げ、「初優
勝」をグッと引き寄せた。
　投げては、神奈川の「エース」後藤健志が山口水産
打線をわずか２安打・１失点に抑え込む好投でチーム
を初優勝に導き、大会ＭＶＰにも輝いた。

エ
ー
ス
・
後
藤
健
志
が
力
投
！ 

初
優
勝
の
立
役
者
と
な
り
大
会
M
V
P
に
☆

〈 準決勝 〉東九州 MSBC 2 － 3 山口水産ジュニア
　両チーム無得点のまま、迎えた４回裏、山口水産はこの回先頭の５番・濵島海司の左中間を破る三塁打で
先制機をつかむと、続く６番・先立瑛海の三遊間へのタイムリーで１点を先制。
　１点を追う東九州は６回表にようやく反撃。この回先頭の２番・河原琉偉が四球を選び、出塁。犠打、シ
ョートゴロで二死三塁とし、５番・濱松奏羽の故意四球、盗塁で二死二・三塁のチャンスを作ると、６番・
園田淳之介がセンター、ショート、セカンドの間に落ちるタイムリーを放ち、打球が内野を転々とする間に
三塁走者に続き、二塁走者までもが生還。この回２点を奪い、逆転に成功した。
　しかし、その裏、山口水産はこの回
先頭の６番・先立瑛海が一・二塁間を
破る安打で出塁。７番・橋口琥太朗
の四球で一・二塁とし、次打者のピッ
チャーゴロで三塁フォースアウト。一
死一・二塁となった後、９番・桃木大
和の犠打で二死二・三塁、１番・安藤
優斗の故意四球で満塁と攻め立て、２
番・霜山琉旺のショートゴロがエラー
を誘い、二者が一気にホームイン！ ３
－２と逆転したところで制限時間を迎
え、山口水産が決勝進出を決めた。

山
口
水
産
が
接
戦
を
制
し
、
決
勝
進
出

http://www.softball.or.jp/game/jh_school_boy/tournament2025/tournament.html
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【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
、
８
月
９
日
（
土
）
～
12
日

（
火
）、
大
阪
府
堺
市
／
み
な
と
堺
グ
リ
ー

ン
ひ
ろ
ば
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
全
国
各
都
道
府
県
の
代
表
48
チ

ー
ム
が
集
結
。
大
会
初
日
は
８
面
を
使
用
し
、

１
回
戦
16
試
合
・
２
回
戦
16
試
合
の
計
32
試

合
、
２
日
目
は
３
回
戦
８
試
合
・
準
々
決
勝

４
試
合
の
計
12
試
合
、
大
会
３
日
目
が
あ
い

に
く
の
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
、
こ
の
日
実
施

予
定
で
あ
っ
た
準
決
勝
２
試
合
・
決
勝
１
試

合
の
計
３
試
合
が
中
止
・
順
延
。
予
備
日
を

使
っ
て
全
日
程
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
大
会
と
な
り
、

「
熱
中
症
対
策
」
と
し
て
、
２
回
、
４
回
、

６
回
終
了
時
に
「
給
水
タ
イ
ム
」
を
設
け
る

等
、
し
っ
か
り
と
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

中
学
生
の
全
国
大
会
と
い
え
ば
中
体
連
の

「
全
中
」
こ
そ
「
最
高
峰
の
大
会
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
各
チ
ー

ム
の
ク
ラ
ブ
化
」
が
進
み
、
女
子
Ｕ
15
・
Ｕ

18
日
本
代
表
選
手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
る

と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
学
時
代
「
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
」
で
プ
レ
イ
し
、
こ
の
大
会
に
出
場

し
て
い
る
選
手
が
多
く
、
今
後
、
部
活
動
の

地
域
展
開
や
中
体
連
の
全
国
大
会
の
実
施
種

目
削
減
（
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
実
施
種
目

か
ら
除
外
）
の
方
向
性
も
あ
り
、
中
学
生
チ

ー
ム
の
「
ク
ラ
ブ
化
」
が
加
速
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。

第25回全日本中学生女子大会
令和７年８月９日（土）～ 12 日（火）※悪天候のため１日順延　大阪府堺市／みなと堺グリーンひろば

記録提供：大阪府協会記録委員会

大阪プリムローズ SBC（大阪）大阪プリムローズ SBC（大阪）大阪プリムローズ SBC（大阪）

チーム一丸初優勝！

大会 MVP・丸谷珠代
（大阪プリムローズ SBC）

大会 MVP・丸谷珠代大会 MVP・丸谷珠代
（大阪プリムローズ SBC）（大阪プリムローズ SBC）

優秀選手・大竹咲穂
（トリプルＡ）

優秀選手・大竹咲穂優秀選手・大竹咲穂
（トリプルＡ）（トリプルＡ）
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　３回裏、１点を先制された大阪プリムローズSBCは、その直後の４回
表、４番・木村衣里の三塁線を抜く二塁打、犠打で一死三塁とし、６番・
川口穂乃のショートゴロがフィルダースチョイスとなり、同点。さらに
ワイルドピッチ、内野安打、盗塁で一死二・三塁と攻め立て、８番・西
谷瑠夏のレフト前ヒットで２－１と勝ち越し。続く５回表にも３番・山
下瑚子の中越適時二塁打等で２点を加え、４－１とリードを広げた。
　守っては、エース・丸谷珠代が最終回に１点を失ったものの、被安打
５・失点２の力投でこのリードを守り切り、４－２で広島プリンセスを
振り切り、決勝進出を決めた。

〈準決勝〉
大阪プリムローズ SBC　4 － 2　広島プリンセス

大会結果の詳報、全試合のイニングスコア等は
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで決勝戦ダイジェスト動画はこちらから

大
阪
、
逆
転
で
決
勝
へ
！

　２回に１点ずつを取り合い、迎えた３回裏、トリプルＡは４番・大竹咲穂の
レフトへの本塁打で１点を勝ち越し。続く４回裏にも、７番・日下部智菜の二
塁打、故意四球等で二死二・三塁のチャンスをつかみ、２番・黒木心音がラ
イト前にタイムリーを放ち、二者が還り、４－１とリードを広げた。
　福岡レッドドリームズは６回表、連打と犠打で一死二・三塁とし、１番・橋
本陽美がレフト前にタイムリー！　２点差に追い上げ、反撃ムードが高まった。
　しかし……その裏、トリプルＡの攻撃が終了した時点で「制限時間」を迎え
てしまい、無情の時間切れコールド。最終回を迎えることなく、トリプルＡの
決勝進出が決まった。

〈準決勝〉
福岡レッドドリームズ　2 － 4　トリプルＡ（６回時間切れコールド）

福岡、無情の時間切れ

　後攻のトリプルＡは初回、四球で出塁した走者を犠打
で二塁へ進め、３番・安藤心美のショートゴロで二塁走
者が飛び出してしまい、これを刺そうと挟殺プレイにな
ったが、内野手の連係にミスが出て、走者が一気に生還。
トリプルＡが先取点を挙げた。
　１点を追う大阪プリムローズSBCは終盤６回表、死球
で出塁した走者を一塁に置き、４番・木村衣里が三塁線
を鋭く破る適時三塁打！　１－１の同点に追いつき、四
球、盗塁で無死二・三塁とした後、６番・川口穂乃への
３球目が痛恨のワイルドピッチとなり、三塁走者が生還。
１点を勝ち越し、なお続く無死三塁のチャンスで「キャ
プテン」川口穂乃がヒットエンドランを決め、決定的な
３点目を挙げた。
　守っては、エース・丸谷珠代が力投！　６回裏二死二・三塁、最終回一死一・二塁のピンチを「気迫」
のピッチングで切り抜け、３－１で勝利を収め、「初」の栄冠に輝いた。

〈決勝〉
大阪プリムローズ SBC　3 － 1　トリプルＡ

激戦を勝ち抜き、初の栄冠を手にした
大阪プリムローズ SBC。歓喜の抱擁！

http://www.softball.or.jp/game/jh_school_girl/tournament2025/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=eRk0Xo9i2zY
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第39回全日本小学生男子大会
令和７年８月２日（土）～５日（火）　福井県福井市／福井市きららパークグラウンド 他

記録提供：福井県協会記録委員会

【
大
会
概
要
】

　

標
記
大
会
は
、
８
月
２
日
（
土
）
～
５
日

（
火
）、
福
井
県
福
井
市
／
福
井
市
き
ら
ら

パ
ー
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
全
国
各
都
道
府
県
の
代
表
48
チ

ー
ム
が
集
い
、「
小
学
生
男
子
日
本
一
」
の

座
を
か
け
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

大
会
初
日
は
１
回
戦
16
試
合
、
２
日
目
は

２
回
戦
16
試
合
、
３
日
目
は
３
回
戦
８
試

合
・
準
々
決
勝
４
試
合
の
計
12
試
合
、
最
終

日
に
準
決
勝
２
試
合
・
決
勝
１
試
合
の
計
３

試
合
が
容
赦
な
く
照
り
つ
け
る
太
陽
の
も
と
、

実
施
さ
れ
た
。

　

酷
暑
の
中
で
の
大
会
と
な
り
、「
熱
中
症

対
策
」
と
し
て
会
場
入
口
付
近
に
は
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
が
設
置
さ
れ
、
２
回
、
４
回
、
６

回
終
了
時
に
「
給
水
タ
イ
ム
」
を
設
け
る
等
、

万
全
の
体
制
を
敷
き
、
試
合
が
行
わ
れ
た
。

　

今
大
会
は
地
元
・
期
待
の
本
郷
少
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
大
会
最
終
日
ま
で
勝
ち

残
り
、「
女
子
選
手
」
を
エ
ー
ス
と
す
る
望

海
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
Ｂ
．Ｊ
．Ｓ
．

Ｂ
）（
兵
庫
）
も
ベ
ス
ト
４
進
出
を
果
た
す
等
、

話
題
の
多
い
大
会
と
な
っ
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
そ
の
地
元
・
福
井
の
本
郷

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
望
海
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
激
突
。
も
う
一
方
の

ゾ
ー
ン
で
は
呉
荘
山
田
龍
王
ク
ラ
ブ
（
広
島
）

と
三
渓
カ
ー
レ
ジ
（
香
川
）
が
対
戦
し
た
。

三渓カーレジ（香川）三渓カーレジ（香川）三渓カーレジ（香川）
激戦制し、初優勝！激戦制し、初優勝！激戦制し、初優勝！

優秀選手・堀江俊斗
（本郷少年ソフトボールクラブ）

優秀選手・堀江俊斗優秀選手・堀江俊斗
（本郷少年ソフトボールクラブ）（本郷少年ソフトボールクラブ）

大会 MVP・亀井翔真
（三渓カーレジ）

大会 MVP・亀井翔真大会 MVP・亀井翔真
（三渓カーレジ）（三渓カーレジ）
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　後攻の三渓カーレジは初回、１番・棟保琉空が四球で出塁し、２番・
多田悠眞、３番・亀井翔真、４番・鈴木源、５番・上迫朝飛が怒涛の
４連打！　鮮やかな先制攻撃で３点を先制すると、３回裏には四死球
で走者を溜め、２番・多田悠眞、３番・亀井翔真、４番・鈴木源の３
連続長短打等で大量５点を加え、勝負を決めてしまった。
　守っては、エース・亀井翔真が被安打５・奪三振６の好投で呉荘山
田龍王クラブ打線に得点を許さず、８－０の５回得点差コールド勝
ち！　投打に「強さ」を見せつけ、念願の「初優勝」に王手をかけた。

〈準決勝〉
呉荘山田龍王クラブ　０－８　三渓カーレジ（５回得点差コールド）

大会結果の詳報、全試合のイニングスコア等は
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで決勝戦ダイジェスト動画はこちらから

三
渓
カ
ー
レ
ジ
、
猛
打
爆
発

　試合は初回から激しい点の取り合いとなり、先攻の望海ジュニアが２点を先
制すれば、その裏、本郷少年がすぐに１点を返し、２回裏にも１点を返して２
ー２の同点で迎えた３回裏、安打、犠打失策、内野安打で一死満塁と攻め立
て、５番・堀江皇希のタイムリーで二者が還り、２点を勝ち越し。さらにダブ
ルスチールで揺さぶりをかけ、二・三塁と走者を進め、二死後、７番・長谷旺
璃がライト線へ走者一掃のタイムリーツーベース！　この回大量４点を挙げ、
６－２とリードを奪った。
　望海ジュニアも４回表に２点を返したが、４回終了時点で「制限時間」を迎
え、本郷少年ソフトボールクラブが６－４で勝利を収め、決勝へ駒を進めた。

〈準決勝〉
望海ジュニアソフトボール（B.J.S.B）　4 － 6　本郷少年ソフトボールクラブ

望
海
ジ
ュ
ニ
ア
は
「
女
子
」
の

エ
ー
ス
・
玉
城
陽
菜
が
奮
闘

《決勝》
三渓カーレジ　２－０　本郷少年ソフトボールクラブ

　試合は本郷少年・堀江俊斗、三渓カーレジ・亀井翔真、両エースが好投。決勝戦にふさわしい緊迫した
投手戦を展開した。
　先攻の三渓カーレジは初回の一死三塁、４回表の無死二塁、５回表の二死三塁、６回表の一死満塁と毎
回のようにチャンスは作るものの、地元の熱い声援を背に力投を続ける本郷少年・堀江俊斗の前に「あと
一本」が出ず……。
　本郷少年も初回の一死二・三塁、２回裏の一死一・二塁のチャンスを逃すと、三渓カーレジのエース・
亀井翔真の前に凡打の山を築き、両チーム無得点のまま、試合は最終回を迎えた。
　三渓カーレジは７回表、一死から７番・鶴見巧也、代打・川端海生の
連続内野安打と犠打で二死二・三塁とし、１番・亀井翔真が一・二塁間
をしぶとく破るタイムリーを放ち、二者生還。力投を続ける福井少年・
堀江俊斗をついに攻略！　２点のリードを奪った。
　福井少年もその裏、必死の反撃を試みたが……三渓カーレジのエース・
亀井翔真が立ちはだかり、ショートゴロ、セカンドゴロ、空振り三振で
ゲームセット！　三渓カーレジが２－０の完封で初の栄冠を手にした。 三渓カーレジが激戦制す

http://www.softball.or.jp/game/primary_school_boy/tournament2025/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=FFvQwmP-1v8
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標
記
大
会
は
、
静
岡
県
島
田
市
、
藤
枝

市
、
焼
津
市
を
舞
台
に
７
月
26
日
（
土
）
～

28
日
（
月
）
の
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
42
チ
ー
ム
が
集
結
。「
小
学
生
女

子
」
の
頂
点
を
か
け
て
戦
っ
た
。

　

大
会
初
日
（
26
日
／
土
）
に
１
回
戦
・
２

回
戦
の
26
試
合
、
２
日
目
（
27
日
／
日
）
に

３
回
戦
・
準
々
決
勝
の
12
試
合
を
行
い
、
最

終
日
（
28
日
／
月
）
の
準
決
勝
に
進
む
４
チ

ー
ム
が
出
揃
っ
た
。

　

ベ
ス
ト
４
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ（
愛
知
）、

群
馬
ク
イ
ー
ン
ズ
Ｊ
ｒ
．（
群
馬
）、
上
沖
ブ

ル
ー
ス
タ
ー
ズ
（
埼
玉
）、
草
津
レ
イ
ン
ボ

ー
ガ
ー
ル
ズ
（
滋
賀
）
が
勝
ち
上
が
り
、
最

終
決
戦
へ
挑
ん
だ
。

第39回全日本小学生女子大会
令和７年７月26日（土）～28日（月） 静岡県島田市・藤枝市・焼津市／大井川緑地公園ソフトボールグラウンド 他

記録提供：静岡県協会記録委員会

群馬クイーンズ Jr.群馬クイーンズ Jr.群馬クイーンズ Jr.

初優勝初優勝初優勝

猛暑の中、大会を支えてくださった静岡県協会の皆さん
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〈 準決勝 〉群馬クイーンズ Jr．5 － 2 NARUMI

大会結果詳細、全試合イニングスコアは日本協会オフィシャルサイトで！

　先攻の群馬は初回、一死から２番・平林歩稀の二遊間を破る三
塁打で先制機をつかむと、二死後、４番・赤池陽葵の左中間を抜
くタイムリーツーベースで１点を先制。さらに２回表にも、一死
から相手守備の乱れと９番・青木玲の内野安打で満塁と攻め立
て、１番・黒﨑美月のレフト前タイムリーで三塁走者を還し、な
お満塁のチャンスで２番・平林歩稀が走者一掃のタイムリーツー
ベースを放ち、この回一挙４得点！ ５－０とリードを広げた。
　一方、NARUMIは３回裏、９番・福浦りみのライトオーバー
のスリーベースと内野ゴロで１点、５回裏に１番・小島あいの
左中間を破るツーベースと盗塁、２番・竹原麗菜のセンター前
タイムリーでもう１点を返したが、反撃もここまで。５－２で
群馬が勝利し、決勝進出を決めた。

群
馬
・
平
林
歩
稀
が
2
本
の
長
打
で
3
打
点
の
活
躍

《　決　勝　》群馬クイーンズＪｒ． ９―１ 上沖ブルースターズ
　群馬は３回表、この回先頭の３番・長尾向日葵が二遊間を抜く安打で出塁すると、ワイルドピッチで二塁
に進塁。続く４番・赤池陽茉のショート内野安打で無死一・二塁、次打者のピッチャーゴロで一死二・三塁
とし、ワイルドピッチでまず１点を先制。さらに四球で一・三塁となった後、７番・尾内莉奏がピッチャー
前にスクイズを決め、三塁走者が生還。この回２点を先制した。群馬は１点を返され、迎えた５回表にも、
一死一塁から５番・須永真莉菜のサード強襲安打、６番・内山苺菜のレフトオーバーのタイムリーツーベー
スで１点を追加。なお二・三塁のチャンスが続き、
相手守備の乱れに乗じて２点目を挙げ、さらに一
塁走者の盗塁で二・三塁とした後、８番・柳玲衣
奈、９番・青木玲の連続タイムリーで２点を加え、
続く１番・黒﨑美月のレフト線を破るタイムリー
スリーベースで二者が生還。一死三塁となり、２
番・平林歩稀のレフトへの犠牲フライでこの回７
点目を挙げ、８点差にリードを広げた。その裏、
群馬の「エース」赤池陽茉が上沖打線を無得点に
抑え、９－１のコールド勝ち。今年４月に創部し
たばかりの群馬が全日本大会初挑戦で見事初優勝
を飾った。

群
馬
が
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
初
優
勝
を
つ
か
ん
だ

〈 準決勝 〉草津レインボーガールズ ３－４ 上沖ブルースターズ
　草津は３回表、４番・齋藤瑚陽のタイムリーで１点を先制したが、４回裏、上沖も二死から４連打で２点
を奪い、勝ち越し。草津も５回表に敵失等で１点を奪い、２－２の同点に追いつき、６回裏、上沖も一死から
５番・桝崎楓の三塁線を破る二塁打、６番・四辻彩夏のライト前ヒット、盗塁で一死二・三塁とし、７番・
四辻椰彩のセンターへの犠牲フライで再び１点を勝ち越すことに成功。迎えた最終回、１点を追う草津は、

この回先頭の２番・新阜愛梨の左中間を破る三塁
打と３番・三木杏夏のタイムリーツーベースで３
－３の同点としたものの、その裏、上沖は一死か
ら１番・石田結希葉が敵失で出塁し、すかさず盗
塁。これを刺そうとした捕手の二塁送球が逸れ、
一塁走者が一気に三塁まで進塁。さらに次打者へ
の２球目がワイルドピッチとなり、三塁走者がサ
ヨナラのホームイン。４－３で上沖が決勝に駒を
進めた。

上
沖
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
決
勝
進
出
！

http://www.softball.or.jp/game/primary_school_girl/tournament2025/tournament.html
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【
大
会
概
要
】

　

今
回
の
開
催
で
「
71
回
目
」、
数
あ
る
全

日
本
大
会
の
中
で
も
「
歴
史
と
伝
統
」
を
誇

る
「
全
日
本
教
員
大
会
」
は
、
７
月
26
日

（
土
）
～
28
日
（
月
）
の
３
日
間
、
石
川
県

金
沢
市
・
金
沢
市
営
専
光
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
、
北
部
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。

　

昭
和
30
年
「
全
日
本
総
合
大
会
」
と
し
て

第
１
回
が
開
催
さ
れ
た
本
大
会
は
、
第
10
回

大
会
開
催
時
「
全
日
本
教
員
選
手
権
大
会
」

へ
大
会
名
を
改
称
。
平
成
29
年
の
第
63
回
大

会
か
ら
使
用
球
が
ゴ
ム
ボ
ー
ル
に
変
更
さ
れ
、

大
会
の
位
置
づ
け
も
競
技
部
門
か
ら
生
涯
部

門
へ
と
変
わ
る
こ
と
に
。
そ
し
て
昨
年
度
（
令

和
６
年
度
）
か
ら
「
全
日
本
教
員
大
会
」
へ

と
そ
の
大
会
名
称
を
改
め
る
形
に
な
っ
た
。

　

大
会
に
は
全
国
の
精
鋭
32
チ
ー
ム
が
参
加
。

大
会
初
日
、
４
球
場
を
使
用
し
、
１
回
戦
16

試
合
を
実
施
。
大
会
２
日
目
に
２
回
戦
８
試

合
・
準
々
決
勝
４
試
合
の
計
12
試
合
を
行
い
、

大
会
最
終
日
に
準
決
勝
２
試
合
・
決
勝
１
試

合
の
計
３
試
合
を
実
施
。
無
事
、
全
日
程
を

終
了
し
た
。

　

酷
暑
・
猛
暑
の
中
の
大
会
で
は
あ
っ
た
が
、

選
手
た
ち
は
溌
剌
と
プ
レ
イ
。
審
判
員
・
記

録
員
は
じ
め
大
会
関
係
者
も
全
力
で
大
会
運

営
に
取
り
組
み
、
無
事
に
予
定
さ
れ
た
全
試

合
を
終
了
。
大
会
に
関
わ
る
す
べ
て
の
皆
さ

ん
が
「
笑
顔
」
に
な
れ
る
大
会
と
な
っ
た
。

第71回全日本教員大会
令和７年７月26日（土）～28日（月） 

石川県金沢市／金沢市営専光寺ソフトボール場・北部公園ソフトボール場
記録提供：石川県協会記録委員会

初優勝！初優勝！初優勝！

滋賀教員アナナス（滋賀）滋賀教員アナナス（滋賀）滋賀教員アナナス（滋賀）

大会 MVP・曾我部太
（滋賀教員アナナス）

優秀選手・竹吉紀龍
（高知教員ソフトボールクラブ）
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　先攻の高知教員ソフトボールクラブは初回、二死走者なしから３番・
武内亮太、４番・戸梶椋太の長短打で先取点を挙げると、２回表、３
回表には６番・竹吉紀龍がソロホ―ムラン、タイムリーを放つ活躍を
見せ、着々と加点。5回表にも８番・竹内宏慶のタイムリーで１点を
加えた後、6回表には４番・戸梶椋太が中越のスリーランホームラン
を放ち、３点を追加。７－０とリードを広げ、その裏の名古屋教員ソ
フトボールクラブの攻撃を無得点に抑え、2本の本塁打を含む11安打7
得点の猛攻で６回得点差コールド勝ち。決勝進出を決めた。

〈準決勝〉
高知教員ソフトボールクラブ　７－０　名古屋教員ソフトボールクラブ

大会結果の詳報、準決勝・決勝のイニングスコア等は
日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで決勝戦ダイジェスト動画はこちらから

高
知
、
猛
打
で
決
勝
進
出
！

　富士教員グリーンは２回表、この回先頭の４番・石塚太一が右中間二塁
打、続く５番・杉山真史に中越のツーランホームランが飛び出し、この回
２点を先制した。
　2点を追う滋賀教員アナナスは、その裏、４本の長短打を集中し、あっ
さり同点に追いつき、3回裏には８番・洲崎力哉、９番・古田廉の長短打
等で２点を勝ち越し。４回裏にも４番・中瀬大希のタイムリー、５番・福
田雅史の右犠飛で２点を追加し、６－２と４点差にリードを広げ、６回表、
富士教員グリーンの攻撃を終えたところで時間切れとなった。

〈準決勝〉
富士教員グリーン　２－６　滋賀教員アナナス

滋賀教員アナナスが決勝へ

　高知教員ソフトボールクラブは２回裏、８番・橋田隆助、９番・竹内宏慶の連打、犠打等で二死二・
三塁とし、１番・井上翔太のピッチャー強襲安打で先取点。３回裏には３番・竹内亮太に右中間に突き
刺すソロホ―ムランが飛び出し、２点のリードを奪った。
　滋賀教員アナナスは４回表、安打、犠打、安打で一死一・三塁の反撃機をつかみ、４番・中瀬大希が
しぶとく二遊間を破るタイムリーを放ち、１点を返し、１点差に詰め寄った。
　しかし……それも束の間、５回裏、守備の乱れから一死一・三塁のピンチを招き、パスボールで１点

を失い、再び２点差にリードを広げられてしまった。
　滋賀教員アナナスは６回表、２番・吉田昌平、３番・髙岡
源貴、４番・中瀬大希の３連続長短打で３－３の同点に追い
つき、息を吹き返すと、最終回、代打・大橋良平の「気迫」
の二塁打を口火に怒涛の５連続長短打で決定的な４点を挙げ、
勝負あった。
　その裏、懸命の反撃を試みる高知教員ソフトボールクラブ
の攻撃を「エース」曾我部太が無得点に抑え、歓喜の初優勝！
　出場31回目にして、ついに「初」の栄冠を手にした。

〈決勝〉
滋賀教員アナナス　７－３　高知教員ソフトボールクラブ

滋賀教員アナナス、歓喜の初優勝！

http://www.softball.or.jp/life/teacher/tournament2025/tournament.html
https://www.youtube.com/watch?v=pWr-I0GnP14
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去
る
８
月
８
日
（
金
）
～
13
日
（
水
）、「
日

韓
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
」
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
（
チ
ー
ム
招
待
）
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
日
韓
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事

業
」
は
２
０
０
１
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年

で
22
回
目
の
開
催
。
２
０
１
９
年
の
開
催
の

後
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
２
０
２
０
年
～
２

０
２
２
年
の
３
年
間
、「
中
止
」
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
開
催
を
見
合
わ
せ
て
き
た
が
、
２

０
２
３
年
よ
う
や
く
「
再
開
」
さ
れ
、
今
年

も
例
年
通
り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
「
交
流
事
業
」
は
、
ア
ジ
ア
近
隣
諸

国
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
促
進
し
、
両
国
の

友
好
親
善
と
競
技
力
向
上
を
目
的
に
「
相
互

派
遣
方
式
」
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

従
前
は
、
９
月
初
旬
に
ま
ず
日
本
チ
ー
ム

が
韓
国
を
訪
問
。
こ
れ
を
受
け
、
11
月
に
韓

国
チ
ー
ム
が
来
日
す
る
の
が
「
通
例
」
で
あ

り
、
お
決
ま
り
の
「
パ
タ
ー
ン
」
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
と
こ
ろ
韓
国
チ
ー
ム
（
女
子
Ｕ
18

代
表
チ
ー
ム
）
が
先
に
来
日
し
、「
日
本
代

表
チ
ー
ム
」
が
11
月
に
韓
国
を
訪
問
す
る
パ

タ
ー
ン
に
切
り
換
え
ら
れ
た
。

　

今
回
の
「
チ
ー
ム
招
待
」
事
業
で
は
、
韓

国
女
子
Ｕ
︱
18
代
表
チ
ー
ム
が
来
日
。
今
年

３
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
43
回
全
国
高
校
選

抜
女
子
大
会
」
で
優
勝
し
た
千
葉
経
済
大
学

附
属
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
「
ホ
ス

ト
チ
ー
ム
」
と
な
り
、
６
日
間
に
わ
た
り
充

実
し
た
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

日韓ジュニアスポーツ交流事業
（ソフトボール競技／チーム招待）

令和７年８月８日（金）～１３日（水）　千葉県千葉市・千葉県総合スポーツセンターソフトボール場 他

日韓両国のレベルアップを願い
グラウンド内外で活発に親善・交流
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・
８
月
８
日
（
金
）

　

韓
国
代
表
チ
ー
ム
が
成
田
空
港
に
到
着
。

韓
国
チ
ー
ム
は
、
日
本
の
夏
の
蒸
し
暑
さ
に

も
負
け
ず
、
元
気
い
っ
ぱ
い
。
ホ
テ
ル
へ
移

動
し
、
明
日
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向
け
て

し
っ
か
り
心
身
の
準
備
を
整
え
た
。

・
８
月
９
日
（
土
）

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
千
葉
県
千
葉
市
・
千
葉

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
に
て
、
両
国
選
手
に
よ
る
交
流
試
合
を
２

試
合
実
施
。「
真
剣
勝
負
」
の
中
で
も
笑
顔

が
絶
え
ず
、
互
い
の
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
を
学

び
合
う
一
日
と
な
っ
た
。

　

お
昼
は
両
チ
ー
ム
が
揃
っ
て
お
弁
当
を
囲

み
、
試
合
中
と
は
違
う
和
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
た
。
互
い
の
好
物
を
話
し
合
っ
た
り
、

練
習
や
学
校
生
活
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り

と
、
笑
顔
と
会
話
が
溢
れ
る
ひ
と
と
き
と
な

っ
た
。

　

試
合
の
方
は
、
午
前
中
の
第
１
試
合
は
韓

国
が
先
制
す
る
も
、
日
本
が
後
半
追
い
上
げ
、

結
果
は
７
︱
１
で
日
本
の
勝
利
、
午
後
の
第

２
試
合
は
旅
の
疲
れ
か
、
暑
さ
の
た
め
か
、

韓
国
が
精
彩
を
欠
き
、
18
︱
０
の
大
差
で
日

本
の
勝
利
と
な
っ
た
。

・
８
月
10
日
（
日
）

　

雨
天
の
た
め
、
千
葉
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
稲
毛
海
浜
公
園
室
内

運
動
場
を
前
日
夕
方
に
確
保
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
別
合
同
練
習
を
実
施
し
た
。

千
葉
経
済
大
学
附
属
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

が
常
日
頃
行
っ
て
い
る
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
一
緒
に
行
い
、
日

韓
両
チ
ー
ム
の
選
手
が
ペ
ア
と
な
り
、
サ
ー

キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
っ
た
。

　

午
後
に
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
界
の
「
レ
ジ

ェ
ン
ド
」
で
あ
る
（
公
財
）
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
・
宇
津
木
妙
子
副
会
長
が
駆
け
つ
け
、

両
チ
ー
ム
に
熱
の
こ
も
っ
た
ノ
ッ
ク
を
披
露
。

選
手
た
ち
は
宇
津
木
妙
子
副
会
長
の
「
代
名

詞
」
で
も
あ
る
「
速
射
砲
ノ
ッ
ク
」
に
懸
命

に
食
ら
い
つ
き
、
真
剣
な
表
情
で
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
、
貴
重
な
指
導
の
ひ
と
と
き
に
大

き
な
感
銘
と
刺
激
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
日
の
夜
は
歓
迎
食
事
会
を
開
催
。（
公

財
）
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
宇
津
木
妙

子
副
会
長
、
千
葉
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・

井
之
上
会
長
、
同
・
鈴
木
理
事
長
、
同
・
佐

藤
事
務
局
長
が
ホ
ス
ト
役
を
務
め
、
韓
国
チ

ー
ム
を
歓
待
し
た
。
韓
国
チ
ー
ム
は
人
気
の

「
Ｋ
︱

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
」、
日
本
チ
ー
ム
は

「
ソ
ー
ラ
ン
節
ダ
ン
ス
」
を
披
露
し
、
会
場
は

笑
顔
と
拍
手
に
包
ま
れ
、
互
い
の
交
流
・
親

善
と
相
互
理
解
を
深
め
る
一
夜
を
過
ご
し
た
。

・
８
月
11
日
（
月
）

　

午
前
中
は
雨
の
予
報
で
あ
っ
た
が
、
雨
が

降
り
出
す
前
に
千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
試
合
を
開
始
。
し

か
し
、
途
中
か
ら
雨
が
強
ま
り
中
断
。
急
遽
、

千
葉
経
済
大
学
附
属
高
校
の
施
設
を
お
借
り

し
、
昼
食
は
教
室
で
、
午
後
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
移
動
し
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
別
練
習
を
実
施
し

た
。

　

そ
の
後
、
ま
た
雨
足
が
強
く
な
り
、
体
育

館
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
。
日
本
チ
ー

ム
の
選
手
は
、
普
段
か
ら
中
学
生
へ
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

経
験
・
実
体
験
を
活
か
し
、
分
か
り
や
す
く
、

か
つ
理
論
的
な
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
た
。

　

細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
に
、

韓
国
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
も
真
剣
な
表
情
で

耳
を
傾
け
、
互
い
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
技
術

向
上
に
つ
な
が
る
貴
重
に
し
て
濃
密
な
時
間

を
過
ご
し
た
。

　

雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
の
天
気
で
あ
っ

た
が
、
千
葉
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
、
千
葉

経
済
大
学
附
属
高
校
の
柔
軟
か
つ
迅
速
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
等
、
臨
機
応
変
な
対
応
で

限
ら
れ
た
時
間
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
最
後
は
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら

も
「
次
は
韓
国
で
会
お
う
」
と
約
束
を
交
わ

し
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
お
別
れ
し
た
。

・
８
月
12
日
（
火
）

　

韓
国
チ
ー
ム
は
終
日
、
東
京
都
内
と
千
葉

県
内
の
観
光
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
満
喫
。
日

本
の
文
化
を
体
験
す
る
一
日
と
な
っ
た
。

・
８
月
13
日
（
水
）

　

羽
田
空
港
に
て
韓
国
チ
ー
ム
を
見
送
り
、

無
事
、
交
流
事
業
（
チ
ー
ム
招
待
事
業
）
が

終
了
し
た
。

【
成
果
と
感
想
】

・
試
合
・
練
習
・
文
化
交
流
を
通
じ
、
言
葉

の
壁
を
超
え
て
友
情
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

・
宇
津
木
妙
子
さ
ん
か
ら
の
直
接
指
導
は
、

選
手
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
大
き

く
貢
献
。

・
日
本
と
韓
国
、
双
方
そ
れ
ぞ
れ
の
練
習
方

法
や
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
を
体
験
し
、
視
野
が

広
が
っ
た
。

【
ま
と
め
】

　

今
回
の
交
流
事
業
は
、
技
術
向
上
だ
け
で

な
く
、
文
化
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
韓
国
チ
ー
ム
は
、

日
本
特
有
の
蒸
し
暑
さ
に
も
負
け
る
こ
と
な

く
、
最
後
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
プ
レ
イ
。

千
葉
経
済
大
学
附
属
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
と
の
対
戦
を
通
し
て
、
互
い
の
プ
レ
イ

ス
タ
イ
ル
を
肌
で
感
じ
合
っ
た
。

　

現
状
に
お
け
る
力
の
差
は
否
め
な
い
が
、

ス
ポ
ー
ツ
が
国
境
を
越
え
る
力
を
改
め
て
実

感
し
、
こ
の
若
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
プ
レ
イ
ヤ

ー
た
ち
が
、
今
後
の
日
韓
両
国
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
牽
引
す
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　

ま
た
、
選
手
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
多
感

な
時
期
の
国
際
交
流
が
、
今
後
の
競
技
生
活

や
人
生
に
お
い
て
も
大
き
な
財
産
と
な
る
こ

と
を
心
か
ら
願
う
。
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夏
の
全
日
本
大
会
（
全
国
大
会
）
開
催
真

っ
盛
り
！　

全
国
的
な
酷
暑
・
猛
暑
の
中
、

ま
た
「
線
状
降
水
帯
」
の
発
生
に
よ
る
局
所

的
、
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
、
土

砂
災
害
等
あ
り
な
が
ら
、
日
本
全
国
、「
年

に
一
度
」「
シ
ー
ズ
ン
の
総
決
算
」「
学
生
生

活
の
大
団
円
」
と
な
る
「
全
日
本
大
会
」
を

成
功
さ
せ
よ
う
と
、
開
催
地
の
皆
さ
ん
が
日

夜
創
意
工
夫
を
重
ね
、
知
恵
を
絞
り
、
大
会

運
営
に
あ
た
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
…
…
試
合
に
出
場
す
る
選
手
・
チ

ー
ム
の
皆
さ
ん
も
「
勝
利
」「
日
本
一
」
の
座

を
め
ざ
し
、
奮
闘
！　

勝
利
を
め
ざ
す
傍
ら

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
片
づ
け
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
…
…
と
、

大
会
の
成
功
へ
向
け
、
大
会
に
出
場
す
る
選

手
・
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
と
各
開
催
地
の
大
会

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
、
互

い
を
気
遣
い
、
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
姿
は
「
感
動

的
」
で
す
ら
あ
っ
た
。「
熱
中
症
対
策
」「
暑

熱
対
策
」
に
つい
て
も
運
営
側
が
「
給
水
タ
イ

ム
」
を
設
け
、
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
、
扇
風
機
等

を
用
意
す
れ
ば
、
チ
ー
ム
も
選
手
・
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
そ
の
数
分
間
に
少
し
で
も
選
手
が

身
体
を
冷
や
せ
る
よ
う
「
総
動
員
態
勢
」
で

冷
却
用
の
ネ
ッ
ク
リ
ン
グ
を
配
り
、
氷
嚢
で
頭

部
を
冷
や
し
…
…
と
、
そ
の
「
見
事
」
な
ま

で
の
「
連
係
プ
レ
イ
」
は
、
カ
ー
レ
ー
ス
「
Ｆ

１
」
の
熟
練
の
ピ
ッ
ト
ク
ル
ー
を
見
て
い
る
か

の
よ
う
だ
っ
た
（
笑
）。
こ
こ
で
は
、
そ
ん
な

「
全
日
本
大
会
」の
ひ
と
コマ
を
お
伝
え
す
る
。

１年の総決算！ 全日本大会開催真っ盛り !!　

酷暑・猛暑対策万全！ 最高の夏に !!
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全国各地で大会を支えてくださった皆さん

大会を支えてくださったすべての皆さんに感謝を！
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Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
最
新
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で

日
本
が
「
男
女
と
も
１
位
」
の
快
挙
！

　

Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
）
が
、
こ
の
ほ
ど
最
新
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

を
発
表
。
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
「
初
め
て

男
女
揃
っ
て
１
位
に
立
っ
た
！
」
と
い
う
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
先
の
「
第
２
回

女
子
Ｕ
15
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
に
お
け
る

「
全
勝
優
勝
」
が
決
め
手
と
な
り
、
日
本
が

宿
敵
・
ア
メ
リ
カ
を
抜
き
去
り
、「
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
１
位
」
へ
躍
進
。

　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
も
、
今
夏
の
「
第
18

回
男
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
で

ス
ー
パ
ー
ラ
ウ
ン
ド
進
出
を
果
た
し
、
４
位

入
賞
の
健
闘
を
見
せ
た
こ
と
が
２
ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
日
本
と
し
て
は
２
０
２

１
年
以
来
の
「
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
」
へ

躍
り
出
る
形
と
な
っ
た
。

　

「
男
女
揃
っ
て
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
」

に
輝
く
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。
今
後
も
Ｔ
Ｏ

Ｐ
チ
ー
ム
は
も
と
よ
り
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
た
い
!!

事
務
局
だ
よ
り

第２回女子 U15 ワールドカップでの「全勝優勝」が決め手に！

日本男子ソフトボールも、さらなる高みへ！ 名実ともに「真の世界一」をめざして !!
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